
サイフォンブレーカー

サイフォンブレーカー さいふぉんぶれーかー

 ＪＲＲ−３ＭやＪＭＴＲのような軽水減速冷却型の研究用原子炉に設置される非常用冷却系を構成す
る機器の一つである。安全設計上の代表的想定事故である一次（原子炉）冷却系配管破損事故におい
て、配管が破損し原子炉冷却材が破損孔から流出すると、安全装置が働かないとサイフォン現象によっ
て冷却材が流出し続け、炉心は裸になって燃料溶融が起こるおそれがある。この事故が起こった場合、
このサイフォン現象を止めるため信頼性の高い電動弁が多重に設置されている。この弁をサイフォンブ
レーカーといい、原子炉容器内の水位が一定の高さに下がったとき、それを検知し確実に電動弁が作動
（開）するように設計されている。
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